
 
 
 
 
 
            
 
 

今年は、温かい日差しの中で一っ子フェスタを行うことができました。 
美鈴さんの日記に書かれてあるように、緊張しながらも、練習したことを精一杯だ

そうと、みんな一生懸命に歌い、演奏しました。そして、観客の方々から手拍子を

もらったことで元気が出て、笑顔で歌ったり、踊ったりすることができました。子

ども達の日記を見ても、「大成功だった」という感想ばかりでした。子ども達が満足

できたことが何よりもうれしく思います。 
  

一っ子フェスタ       遠藤 美鈴 
 １１月６日（土）に一っ子フェスタをしました。学校に登校している時は全

然きんちょうしていませんでした。 

 ４年生の発表が最初なので、体育館に入るときんちょうしてきました。とう

とう一っ子フェスタが始まると、みんなきんちょうした顔でした。 

４年生の発表が始まりました。みんなが４年生のことを見ていました。さい

しょに「もみじ」を歌うと、わたしは、下を向いてしまいました。次の「プパ

ポ」は、ハプニングがおきました。それは、プパポを流したら、一番じゃなく

て二番が流れてきたのです。でも、それできんちょうがとれてえ顔になれまし

た。次は、楽器で「パフ」と「せいじゃの行進」をえんそうしました。わたし

は、二曲ともリコーダーです。その２曲が終わると、ダンス「ハピハピ」です。

それは、クレヨンしんちゃんの歌で、３６人でおどりを決めました。練習では

あまりえ顔になれなかったけど、本番では、見ている人の顔を見ていたらえ顔

になれました。 

今年の一っ子フェスタのわたしのめあては、え顔で発表することでした。終

わった時、めあてが達成できてよかったと思いました。「プパポ」でハプニング

がおきたけど、そのおかげでえ顔になれました。今年の一っ子フェスタは、最

高に楽しかったです。 

 
トップバッターでスタートして

も、ダンスと歌にきんちょうして

いる様子はなく、完ぺきでしたよ。

特に、最初に歌った「もみじ」は、

高音と低音がきれいにまざってい

て聞いていてうっとりしました。   

(６年女子より) 

合唱・合奏では、先生がご苦労されていた点が見事

クリアーされ美しいハーモニーを感じることができ

ました。一人一人が自分のパートをしっかり練習し、

責任を持ち、かつ、他パートと足並みを揃えながら

歌う、演奏する難しさやその先のおもしろさを経験

できた良い取り組みだったと思います。ダンスは、

自分たちで考えたという事にとてもビックリでした

が、皆、良い表情で楽しんで踊っており、とてもす

てきでした。(４年生のお母さんから) 



 
 
 
 
 
          
 
 
 
 
 
 
  
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

日 曜 行事予定  
１ 水 なかよし読書の日 ⑤ 
２ 木 理科実験ショー ⑥ 
３ 金 漢字テスト週間 ⑤ 
４ 土   
５ 日   
６ 月 心を育む給食週間・いのちの日・クラブ ⑥ 
７ 火  ⑥ 
８ 水  ⑤ 
９ 木 全校漢字テスト・歯科検診 ⑥ 

１０ 金  ⑤ 
１１ 土   
１２ 日   
１３ 月 クラブ ⑥ 
１４ 火 委員会 ⑥ 
１５ 水 校内研究会 ④ 
１６ 木  ⑥ 
１７ 金 校外子ども会 ⑤ 
１８ 土   
１９ 日   
２０ 月 清掃週間・クラブ ⑥ 
２１ 火 移杖式・なかよしＤＡＹ ⑥ 
２２ 水 なかよしＤＡＹ（冬休みの約束） ⑥ 
２３ 木 天皇誕生日  
２４ 金 後期前半終了日 ⑤ 
２５ 土 年末休業（年始休業１月５日まで）  
２６ 日   
２７ 月   
２８ 火   
２９ 水   
３０ 木   
３１ 金   

 

今、読書まつりを行っています。

毎日３０分くらい読書をしている子

もいますが、１週間に１０分程度と

いう子もいて、読書時間にはかなり

の差があります。この読書まつり期

間中に、４年生は５００ページ読む

ことが目標です。全員目標達成でき

るように、この期間はおうちでも毎

日読書することにしました。 
 

移
い

杖
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式とは・・・ 

第一小学校の伝統の１つであるト

ランペット鼓隊が、５、６年生から

４・５年生に引き継がれる式です。 

この移杖式に向けて、４年生は今

日からトランペット鼓隊に参加しま

した。自分がやってみたい楽器の使

い方を教えてもらったり、使わせて

もらったりしながら、楽器の使い方

や音の出し方を覚えていきます。 

しかし、楽器の数には限りがあり

ますので、やりたい楽器を担当でき

ず、第２、第３希望の楽器になる場

合もあります。先輩から教えたもら

ったことを、意欲的に練習して身に

付けていくことができるか、これか

ら、子ども達の練習の日々が始まり

ます。 


